
2014年度入学試験問題

数 学
（文 系）

試験時間 120分

注 意

1 問題冊子は 1冊（4ページ），解答用紙は 4枚，下書き用紙は 3枚です。

2 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に
より解答できない場合は，手を高く挙げて監督者に知らせなさい。

3 すべての解答用紙の受験番号記入欄 2箇所に受験番号を正しく記入しなさい。

4 解答は指定された解答用紙の解答欄に書きなさい。裏面は採点の対象になりま
せん。また，答だけではなく途中の手順や考え方も記述しなさい。

5 試験終了後，問題冊子と下書き用紙は必ず持ち帰りなさい。
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1

数列 {an}が {
a1 = 1

an+1 − an = an(5− an+1) (n = 1, 2, 3, · · · )

を満たしているとき，以下の問いに答えよ。

(1) nに関する数学的帰納法で，an > 0であることを証明せよ。

(2) bn = 1
an
とおくとき，bn+1を bnを用いて表せ。

(3) anを求めよ。

2

四面体OABCにおいて，ABの中点を P，PCの中点をQ，OQをm : nに内分す
る点を Rとする。ただし，m > 0，n > 0とする。さらに直線ARが平面OBCと交
わる点を Sとする。−→

a =
−→
OA，−→

b =
−→
OB，−→

c =
−→
OCとおいて以下の問いに答えよ。

(1)
−→
OP，−→

OQを−→
a，−→

b ，−→
c を用いて表せ。

(2)
−→
OR，−→

OSを−→
a，−→

b ，−→
c ，m，nを用いて表せ。

(3) AR
RS
をm，nを用いて表せ。
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3

関数 f(x)を
f(x) = [x] + 2(x− [x])− (x− [x])2

と定める。ここで，[x]は n ≦ xを満たす最大の整数 nを表す。

(1) f(x) ≧ xであることを示せ。

(2) f(x+ 1) = f(x) + 1であることを示せ。

(3) 0 ≦ x ≦ 2において y = f(x)のグラフを描け。

(4) 0 ≦ a < 1とするとき，
∫ a+1

a

f(x) dxを求めよ。

4

Aと Bが続けて試合を行い，先に 3勝した方が優勝するというゲームを考える。1

試合ごとにAが勝つ確率を p，Bが勝つ確率を q，引き分ける確率を 1−p− qとする。

(1) 3試合目で優勝が決まる確率を求めよ。

(2) 5試合目で優勝が決まる確率を求めよ。

(3) p = q = 1
3
としたとき，5試合目が終了した時点でまだ優勝が決まらない確率

を求めよ。

(4) p = q = 1
2
としたとき，優勝が決まるまでに行われる試合数の期待値を求めよ。
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